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 H28の予定 

推進会議 専門部会 モニタリング、工事 地域連携・活動等 

H28 
年度 

H27 
年度 

（年１回程度の頻度で開催） 

・推進会議（第2回）において、第1回技術専門部会の報告及び、地域連携専門部会の設立について、協議・調整します。 
・地域連携専門部会（第1回）では、櫛田川自然再生の観点から地域振興等のための検討を行い、実施します。 
・技術専門部会（第2回）では、新屋敷取水堰の改良設計・施工計画及び、櫛田可動堰の試験モニタリング結果に関して、協議・調整します。 
・櫛田川の環境を考える勉強会では、モニタリング調査及び、新屋敷取水堰改築等の現地見学会を行います。 

●H28及び、H29以降の予定 

新屋敷取水堰 
の河道・魚道の
改良案の検討 

櫛田可動堰の
河道・魚道の改
良検討、設計・
施工 

第1、第2頭首工及
び河道の検討 

第１回 
（H28.2.3） 

推進会議の設立 

H29 
年度 
以降 

櫛田川の環境を 
考える勉強会 

 
 
 
 
 
 

新屋敷取
水堰の河
道・魚道の
改良設計・
施工 
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・環境学習 
・生物調査 
・河川美化 
・イベント 
・広報等 
を連携して 
適宜実施 
 
 
 
 
 

試験モニタリン
グ 
・遡上環境調査 
1回目：5/30～6/4 
2回目：7月上旬予定 

・魚類生息環境調査 
・アユ産卵床調査 

新屋敷取水堰の 
試験モニタリング 

第１回地域連携
専門部会

（H28.7.5） 

「新屋敷取水堰改
築等の現地見学
会」 H29.2頃予定 

「櫛田可動堰試験
モニタリング見学
会」 H28.7.12予定 

事後モニタ 
リング 

第２回 
（H28.7.5） 

報告 

設立 

第１回技術
専門部会
（H28.2.3） 

設立 

第２回技術 
専門部会 

（H28.11月頃） 



調査名 調査項目 回数 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 備考 

魚類遡上 

環境調査 

(櫛田可動堰) 

魚道の物理 

環境調査 
２ 

アユ遡上期に実施 

天然遡上盛期後の６月に２回

実施し。 

遡上調査は３日間程度/回を

実施。 

標識魚（アユ）を約1000尾/回

放流して、採捕調査を実施。 

（第１回目調査実施済） 

魚類遡上調査

（採捕） 
２ 

魚道内におけ 

る魚類遡上調 

査（目視） 

２ 

魚類生息 

環境調査 

魚類分布状況

調査(採捕） 
１ 

網漁解禁後に実施します。 

魚類産卵床

環境調査 

アユ産卵床 

調査 
２ 

10月と11月の２回を実施する。 

10 月 調 査 は 、 禁 漁 期 間 の

10/20までに実施します。 
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 H28 モニタリング調査の実施内容【調査項目・調査時期・回数】 
・H28調査は、櫛田可動堰におけるアユ等の「魚類の遡上環境調査」及び、遡上後の「魚類生息環境調査」、「魚類産卵床環境調査」  
 を行います。なお、別途調査において、「河川水辺の国勢調査 魚類調査」（５年に１回実施する定点調査）を実施します。 

調査項目、調査時期・回数（H28年度調査） 

アユ遡上期 

アユ定着期 

アユ産卵期 

調査名 調査項目 回数 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 備考 
河川水辺 

国勢調査 

魚類生息状況

調査(採捕） 
3 

5年に１回実施する定期調査

として、春・夏・秋季に実施 



(1)魚類遡上環境調査 

右岸魚道の改良試験施工により、魚類の誘導効果、

魚道の遡上効果を把握しました。（第１回目実施済） 

  

 地区：櫛田可動堰下流 

  

(2)魚類生息環境調査 

 魚類採捕により、分布状況を把握します。 

  

 地区：新屋敷取水堰下流、櫛田第二頭首工下流、 

     櫛田第一頭首工下流、櫛田可動堰下流、 

     両郡橋付近、多気佐伯中付近、庄付近 

  

(3)魚類産卵床環境調査 

 石起こし・潜水観察により、アユの産卵状況を把握し

ます。 

  

 地区：新屋敷取水堰下流、櫛田第一頭首工下流、 

     櫛田可動堰下流、両郡橋付近、庄付近 
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 H28 モニタリング調査の実施予定【調査内容・調査地区】 

・調査内容と調査地区については、次のように実施します。 

調査地区の位置図 

櫛田川 

櫛田第二頭首工下流 
 

櫛田可動堰下流 
 

櫛田第一頭首工下流 
 

多気佐伯中付近 
 

庄付近 
 

両郡橋付近 

新屋敷取水堰下流 

凡  例 

     ：魚類遡上環境調査 

     ：魚類生息環境調査 

        ：魚類産卵床環境調査 

     ：河川水辺の国勢調査 

 

櫛田川 

佐奈川 

祓川 
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■遡上調査（第１回目実施済） 
・標識魚（1000個体/回程度）を放流し、以下に示す地点において定置網による採捕調査を 
 実施。 
・採捕した魚類は、種、個体数、サイズを計測したのち放流。（採捕した場所の周辺に放流） 
・遡上調査終了後（３日後）、潜水目視調査と投網による採捕調査を行い、堰下流における 
 魚種（アユの標識有無）、個体数、サイズ等の分布調査を実施。 

■試験施工(実施済） 
・仮設魚道工：魚道入り口に仮設魚道を設置して入り口落 
 差を改善し、魚道遡上上場、堰下流の集魚状況、魚道 
 内での必要流量を確認。 
・仮設減勢工：右岸余水放流等からの流れについて、流 
 速を低減した場合の遡上状況を確認。 
・プール水深調整：魚道内プールの水深を浅くして、魚類 
 の遡上・滞留状況の変化を確認。 

魚類遡上調査の調査内容 

〒
 

〒
 

〒
 

〒
 

〒
 

〒
 

〒
 

〒
 

〒
 

〒
 

〒
 

〒
 

魚道入り口の落

差を解消し遡上

経路を確保する 

用水の 
余水放流
等による
速い流れ 

遡上経路 

(A-A) 

(A-A)断面 

0.8m程度 

遡上経路 

試験施工配置イメージ 

魚道 

試験施工箇所 

 H28 モニタリング調査の実施予定 【櫛田可動堰 遡上環境調査】 

【第2回目】 

標識アユ放流位置と定置網等設置位置 ※調査実績で修正する。 

調査回 ねらい 調査日 標識魚放流 採捕箇所（定置網） 

第1回目 

・H24遡上調査との比較 
 による効果把握 

5/31～6/1（1日間） 

(24時間) 
- ・仮設魚道上流端（現魚道出口） 

・右岸水叩き遡上口 

 (仮設減勢工の上流側） 

・右岸瀬の上流（堰直下） 

・試験施工による遡上機 
 能の分析、効果把握 

6/1～4（3日間） 

（24時間×３日） 

・魚道入り口下流 

 （1000尾程度） 

第2回目 

・試験施工による遡上機 
 能の分析、効果把握 
・用水余水放流の右岸へ 
 の呼び水効果の把握 
・魚道内の遡上・滞留の 
 状況変化の把握 

7月上旬に実施予定 

（3日間） 

（24時間×３日） 

・堰下流中州の下流側  

 （1000尾程度） 

・魚道最下流プール内  

 （300尾程度） 

・仮設魚道上流端（現魚道出口） 

・右岸水叩き遡上口 

 (仮設減勢工の上流側） 

・右岸魚道下流 

・左岸護床工直下 

・右岸瀬の上流（堰直下） 

【第1回目】 



・魚類遡上環境調査では、仮設構造の試験施工を行い、魚道の機能改良の試験モニタリングを実施。 
・現右岸魚道の試験改良等を検討・実施する箇所としては、以下の①～⑥を実施。 
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参考資料：H28 モニタリング調査の実施予定 【櫛田可動堰 試験改良箇所】 

流れ方向 



・仮設魚道工：魚道入り口に仮設魚道を設置して入り口落差を改善し、魚道遡上状況、堰下流の集魚状況、魚道 
 内での必要流量を確認。 
・仮設減勢工：右岸余水放流等による流速を低減して、護床ブロック部分の遡上状況を確認。 
・プール水深調整：魚道内プールの水深を浅くして、魚類の遡上・滞留状況の変化を確認。 

【櫛田可動堰における魚道改良試験施工】   

堰ゲート 

水叩き 

護床ブロック 
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流れの方向 

参考資料：H28 モニタリング調査の実施予定【櫛田可動堰 試験施工内容】 



・標識魚（1000個体/回程度）を放流し、以下に示す地点において定置網による採捕調査を実施。 
・採捕した魚類は、種、個体数、サイズを計測したのち放流。（採捕した場所の周辺に放流） 
・遡上調査終了後（３日後）、潜水目視や投網による採捕調査により、堰下流における魚種（アユの標識有無）、個体数、サイズ 
 等の調査を実施。 

魚類遡上調査の調査内容 

定置網の設置イメージ 

魚類遡上調査の標識アユ放流位置と定置網の設置位置 

第1回目 

標識アユ放流 
約1000尾 

櫛田可動堰 

既設右岸魚道 

定置網設置位置 
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第2回目 

標識アユ放流 
約1000尾 

定置網設置位置 

櫛田可動堰 

既設右岸魚道 

参考資料：H28 モニタリング調査の実施予定【櫛田可動堰 魚類遡上調査（採捕）】 

調査回 ねらい 調査日 標識魚放流 採捕箇所（定置網） 

第1回目 

・H24遡上調査との比較に 
 よる効果把握 

5/31～6/1（1日間） 

(24時間) 
- ・仮設魚道上流端（現魚道出口） 

・右岸水叩き遡上口 

 (仮設減勢工の上流側） 

・右岸瀬の上流（堰直下） 

・試験施工による遡上機能 
 の分析、効果把握 

6/1～4（3日間） 

（24時間×３日） 

・魚道入り口下流 

 （1000尾程度） 

第2回目 

・試験施工による遡上機能 
 の分析、効果把握 
・用水余水放流の右岸へ 
 の呼び水効果の把握 
・魚道内の遡上・滞留の状 
 況変化の把握 

7月上旬実施予定 

（3日間） 

（24時間×３日） 

・堰下流中州の下流側  

 （1000尾程度） 

・魚道最下流プール内  

 （300尾程度） 

・仮設魚道上流端（現魚道出口） 

・右岸水叩き遡上口 

 (仮設減勢工の上流側） 

・右岸魚道下流 

・左岸護床工直下 

・右岸瀬の上流（堰直下） 

標識アユ放流 
約300尾（魚道内） 



・遡上魚類への影響を把握するため、下に示す代表的な魚道プールにおいて、滞留している魚種、個体数を目視により計測。 

櫛田可動堰の魚道内における魚類遡上調査（目視）位置 8 プールの水深と魚類の遊泳 出典：最新魚道の設計（P２４２） 

魚道内プールの流況（H24.5魚道通水時） 

越流水深は10㎝程度であ
り、プール水深は、下流側
から 
・1段目約0.6m 
・2段目が約1m 
・3段目が約1.3m 
各プール内の泡の面積は
少なく、静穏域を形成して
いるが、下記事例（ｃ）の流
況を示している。（表層に逆
向きの流れを示している。） 
 

流れの方向 

参考資料：H28 モニタリング調査の実施予定【櫛田可動堰 魚道内遡上調査（目視）】 

魚道出口下流 

魚道上流区間 

魚道下流区間 

魚道下流水深調整区間 

標識アユ放流 
約300尾（魚道内） 



櫛田可動堰 

櫛田第一頭首工 

櫛田第二頭首工 

新屋敷取水堰 

祓川 

櫛田川 
佐奈川 
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H28 櫛田川の環境に関わる活動予定 

櫛田川第一漁業協同組合 
魚のつかみ取り大会と河川清掃 

三重河川国道事務所 
地域と連携した水生生物調査 

櫛田川河川漁業協同組合 
稚アユの放流 

佐奈川を美しくする会 
清掃（ゴミ拾い、草刈等） 

三重河川国道事務所 
地域と連携した水生生物調査 

祓川環境保全全体会議 
祓川シンポジウム 

揥水まちづくり協議会 
櫛田川クリーン作戦 

機殿まちづくり協議会 
河川清掃 

・本年度（H28）予定されている、櫛田川の環境に関わる活動は次のとおりです。 

実施者 実施場所 実施時期 実施内容 課題

1 三重河川国道事務所 櫛田可動堰 H28.7.12 試験モニタリング現地見学会 ―

2
三重県企業庁・三重河川

国道事務所
新屋敷取水堰 H29.2予定 魚道等改築見学会 ―

3 三重河川国道事務所
新屋敷取水堰、櫛田橋、両郡

橋、佐伯中、佐奈川橋梁

H28.6.25～

10.18
水生生物調査 ―

4
企業・中学・三重大学生態

研究会

櫛田川下流地域（下流、河口、海

岸）
― 清掃奉仕活動 ―

5 揥水まちづくり協議会 櫛田川左岸の櫛田地区内 ―

櫛田川クリーン作戦

河川敷内の清掃（ゴミ収集・

撤去）により、地域住民の環

境意識の高揚を図る

―

6 機殿まちづくり協議会
櫛田川右岸堤防道路周辺（井口

中町～国道23号）
―

地域清掃、地域環境美化

（ゴミ拾い）
―

7 相可地区荒薪区 荒薪区櫛田川堤防内河川敷 ― 粗大ごみ等廃棄物の撤去 堤防内の道路で車が通行できない

8 相可地区下朝長 ― ― ― 高齢化による参加人員の減少

9 祓川環境保全全体会議 斎宮歴史博物館 ―

祓川シンポジウム

流域小学校４校の総合学習

の成果を発表

資金不足

10 佐奈川を美しくする会 佐奈川 ― 清掃（ゴミ拾い、草刈り等） ―

11
櫛田川河川漁業協同組合

櫛田川漁業組合連合会
松阪市射和町 他5箇所 ―

稚アユの放流による漁場の

維持（海産(和歌山県産)稚ア

ユ1000kg、新屋敷再捕

225kg）

資金不足

12 櫛田川第一漁業協同組合 早馬瀬町櫛田川右岸 ―
環境学習と魚のつかみ取り

大会、他漁場整備等
資金不足

13 応用生態工学会名古屋

新屋敷取水堰・朝見地区水田・

祓川漕代地区（見学会）、津市商

工会議所（シンポ）

H28.7.25

櫛田川をフィールドに、「生き

ものを育み、地域をつなぐ

水」を考える

―

三重県企業庁、三重河川国道事務所 
魚道等改築見学会 

三重河川国道事務所 
試験モニタリング現地見学会 

企業、中学、三重大学生態研究会等 
清掃奉仕活動 

相可地区荒薪区 
清掃（粗大ごみ等の撤去） 

応用生態工学会名古屋 
見学会、シンポジウム 

朝見地区 

応用生態工学会名古屋 
見学会、シンポジウム 

漕代地区 
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